
貯
水
槽
水
道
を
設
置
し
て
い
る

方
へ

　
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
学
校
・

病
院
な
ど
は
、
水
道
水
を
受
水
槽
・

高
置
水
槽
を
通
じ
て
給
水
す
る
貯

水
槽
水
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受

水
槽
に
入
る
ま
で
の
水
道
水
は
市

が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
受
水
槽

か
ら
先
の
水
道
水
は
そ
の
設
置
者

が
責
任
を
も
っ
て
管
理
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
切
な
衛
生

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
受
水
槽
・
高
置
水
槽
の
清
掃
…

　
年
に
１
回
は
、
内
部
の
清
掃
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
施
設
の
管
理
状
況
の
検
査
・
点

　
検
…
年
に
１
回
は
、
水
槽
内
部

や
周
辺
の
設
備
点
検
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

③
水
質
の
管
理
…
水
の
色
・
に
ご

り
・
に
お
い
・
味
・
残
留
塩
素

に
異
常
が
な
い
か
定
期
的
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
水
道
事
務
所
緯
５
５

４－

２
２
６
９

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

指
定

　
次
の
事
業
者
を
新
た
に
市
の
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定

し
ま
し
た
。

▼
指
定
番
号
　
２
１
１
／
工
事
店

珂
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
　
国
分
寺
市
北

町
２－

　－

　
緯
０
４
２－

３
０

25

39

４－

０
９
４
３

脂
問
合
せ
　
水
道
事
務
所
緯
５
５

４－

２
２
６
９

家
族
介
護
交
流
会

　
認
知
症
ま
た
は
そ
の
心
配
が
あ

る
高
齢
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方

同
士
で
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い

と
気
づ
い
た
時
の
対
応
や
、
介
護

認
定
を
受
け
る
き
っ
か
け
に
つ
い

て
な
ど
、
実
際
に
介
護
を
し
て
い

る
経
験
者
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
９
月
　
日
我
午
後
１
時

10

　
分
～
３
時
／
会
場
　
コ
ミ
ュ
ニ

30テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
第
一
研
修
室

／
対
象
　
認
知
症
ま
た
は
そ
の
心

配
の
あ
る
高
齢
の
方
を
介
護
し
て

い
る
方
／
定
員
　
お
お
む
ね
　
人
10

（
先
着
順
）

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
事
前
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
高
齢
福
祉
介
護
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
階
　
へ
198

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
現
況
届

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ
、

現
況
届
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
資

格
継
続
の
審
査
が
で
き
な
い
た

め
、
手
当
の
支
給
や
医
療
証
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

脂
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
支
援

係
階
　235

国
民
健
康
保
険
医
療
費
通
知
の

送
付

　
５
月
に
国
民
健
康
保
険
を
使
っ

て
診
療
を
受
け
た
方
お
よ
び
６
月

に
柔
道
整
復
師
な
ど
の
施
術
を
受

け
た
方
で
、
医
療
費
が
３
０
０
０

円
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
、
世

帯
主
あ
て
に
国
民
健
康
保
険
医
療

費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
記
載
し
て
い
る
医
療

費
は
、
診
療
に
要
し
た
医
療
費
の

総
額
（
　
割
）
と
な
り
ま
す
。
差

10

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の
保
険
診
療
対

象
外
の
も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
通
知
書
は
受
診
し
た
医
療

費
の
お
知
ら
せ
で
す
。
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

脂
問
合
せ
　
市
民
課
保
険
係
階
　129

フ
ッ
素
イ
オ
ン
導
入

　
む
し
歯
に
な
っ
て
い
な
い
健
康

な
歯
や
治
療
済
み
の
歯
に
フ
ッ
素

イ
オ
ン
を
し
み
込
ま
せ
る
こ
と
で
、

む
し
歯
に
な
り
に
く
く
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
む
し
歯
予
防
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
９
月
９
日
峨
～
　
日
臥
・

13

　
日
峨
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

16

15

10

30

※
９
月
　
日
臥
は
、
小
学
生
が
対

13

象
と
な
り
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
　

市
内
在
住
で
９
月
　
日
現
在
、
満

30

３
歳
～
小
学
校
３
年
生
の
お
子
さ

ん
／
費
用
　
無
料
／
持
ち
物
　
よ

だ
れ
用
の
タ
オ
ル
・
洗
濯
バ
サ
ミ

１
個
・
申
込
用
紙

※
申
込
用
紙
の
な
い
方
は
、
当
日

保
健
セ
ン
タ
ー
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

な
る
べ
く
徒
歩
ま
た
は
自
転
車

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
５

５
５－

１
１
１
１
階
　623

アラカルト情情報

広報はむ広報はむらら26.8.126.8.155軽軽

子子子子子子子子子子
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
　

早
め
の
接
種
を

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
は
、
高
齢
の
方
の

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
感
染
予

防
・
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
「
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
市
が
行
う
定
期
予
防
接
種
」

の
対
象
に
追
加
す
る
方
針
を
示
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
　
年
　
月

26

10

か
ら
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
に
な
る
と
、
今
年

度
中
に
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・

65

70

75

80

85

　
・
　
・
　

歳
以
上
に
な
る
方
の

90

95

100

み
が
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。

※
対
象
年
齢
、
自
己
負
担
額
な
ど

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
９
月
以

降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
過
去
５
年
以
内
に
接
種
し
て
い

な
い
方
で
、
接
種
時
点
で
　
歳
以

65

上
の
方
は
早
め
の
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
は
む
ら
６
月

１
日
号
ま
た
は
市
公
式
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
（
９
月
　
日
ま
で
の
対
象
）

30

市
内
に
住
所
を
有
し
、
過
去
５
年

以
内
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
方
の
う
ち
、
次

の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①
接
種
当
日
　
歳
以
上
の
方

65

②
接
種
当
日
　
歳
以
上
　
歳
未
満

60

65

の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
を
有
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る

方
（
手
帳
を
医
療
機
関
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。）

助
成
額
　
４
０
０
０
円
（
指
定
医

療
機
関
の
定
め
る
接
種
費
用
か
ら

４
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額
を

医
療
機
関
へ
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。）

定
員
　
９
０
０
人
（
先
着
順
）
／
接

種
場
所
　
市
内
指
定
医
療
機
関
／

接
種
期
間
　
９
月
　
日
峨
ま
で

30

脂
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
５

５
５－

１
１
１
１
階
　623

第
４
回
障
害
者
計
画
及
び
障
害

福
祉
計
画
審
議
会

▼
日
時
　
８
月
　
日
牙
午
後
７
時

21

～
／
会
場
　
市
役
所
４
階
特
別
会

議
室
／
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

10

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
障
害
福
祉
課
障
害
福

祉
係
階
　172

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
停
止

　
９
月
１
日
俄
は
休
館
日
と
重
な

る
た
め
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
を
停
止
し
ま
す
。

 随
時
予
約
申
込
み
の
で
き
な
い
期
間
 

　
９
月
１
日
俄
午
前
０
時
～
２
日

峨
午
前
９
時

 予
約
内
容
照
会
の
で
き
な
い
期
間
 

　
８
月
　
日
蚊
午
後
５
時
～
９
月

31

２
日
峨
午
前
８
時
　
分
40

 抽
選
結
果
発
表
 

　
９
月
２
日
峨
午
前
８
時
　
分
40

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
（
水
中
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
）

　
泳
げ
な
く
て
も
大
丈
夫
！
水
の

中
で
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時
　
９
月
４
日
牙
～
　
月
　

10

30

日
牙
の
毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
～

３
時
　
分
／
対
象
　
　
歳
以
上
の

50

16

方
／
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）
／

35

参
加
費
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

…
４
０
０
円
、
市
外
の
方
…
６
０

０
円
（
い
ず
れ
も
保
険
料
・
入
場

料
込
み
）
／
持
ち
物
　
水
着
・
帽

子
・
タ
オ
ル
な
ど
／
指
導
者
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
羽
村
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
／
申
込
み
　
当
日

の
午
後
１
時
　
分
～
２
時
　
分
に
、

50

50

直
接
プ
ー
ル
受
付
前
へ
　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
展
示
室
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工

事
な
ら
び
に
展
示
室
内
整
備
の
た

め
、
８
月
　
日
峨
か
ら
　
日
画
は
、

26

29

臨
時
休
館
し
ま
す
。
併
設
の
旧
下

田
家
住
宅
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　
な
お
、
８
月
　
日
俄
は
通
常
の

25

休
館
日
で
す
。

▼
休
館
期
間
　
８
月
　
日
俄
～
　

25

29

日
画

全
国
労
働
衛
生
週
間
説
明
会
参

加
者
募
集

▼
日
時
　
９
月
４
日
牙
午
後
２
時

～
４
時
　
分
／
会
場
　
ゆ
と
ろ
ぎ

30

小
ホ
ー
ル
／
定
員
　
２
０
０
人
（
先

着
順
）
／
参
加
費
　
無
料
／
内
容

全
国
労
働
衛
生
週
間
の
実
施
要
綱

に
つ
い
て
な
ど
／
講
師
　
青
梅
労
働

基
準
監
督
署
安
全
衛
生
課
長
ほ
か

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
　
日
15

画
午
前
８
時
　
分
か
ら
、
電
話
で

30

商
工
会
へ
緯
５
５
５－

６
２
１
１

 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 
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なななななななななな
どどどどどどどどどど
のののののののののの
傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍

議
会
な
ど
の
傍
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
    

 ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ーー
 

緯緯
５
７
９

５
７
９
 

－－

３
２
１

３
２
１
００
　

施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設
かかかかかかかかかか
らららららららららら

施
設
か
ら
      

 ゆ
と
ろ

ゆ
と
ろ
ぎぎ
 

緯緯
５
７
０

５
７
０
 

－－

０
７
０

０
７
０
７７
　

 郷
土
博
物

郷
土
博
物
館館
 

緯緯
５
５
８

５
５
８
 

－－

２
５
６

２
５
６
１１
　

商商商商商商商商商商
工工工工工工工工工工
会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかか
らららららららららら

商
工
会
か
ら
  



傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

～
傾
聴
の
す
す
め
～

　
話
し
上
手
は
聴
き
上
手
。
聴
く

こ
と
は
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
始
ま
り
で
す
。
傾
聴
の

技
能
を
学
び
、
高
齢
者
施
設
で
の

話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
日

常
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
話
を
聴
く
の
が
好
き
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
　
日
牙
～
　
月
　

18

10

16

日
牙
の
毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）

午
後
１
時
　
分
～
４
時
／
会
場
　

30

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
　
月
９
日
牙
は

10

施
設
で
の
実
習
を
予
定
）
／
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
／
定
員
　

　
人
（
先
着
順
）
／
受
講
料
　
１

30０
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）　

※
講
習
会
初
日
に
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

講
師
　
伊
藤
憲
彦
さ
ん
（
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
　
日
18

俄
～
９
月
　
日
我
（
土
・
日
曜
日

10

を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

社
会
福
祉
協
議
会
へ
緯
５
５
４－

０
３
０
４

糖
尿
病
予
備
群
と
糖
尿
病
の
方

の
た
め
の
講
演
会

▼
日
時
　
９
月
６
日
臥
午
後
２
時

～
５
時
／
会
場
　
公
立
福
生
病
院

多
目
的
ホ
ー
ル
／
対
象
　
羽
村
市
・

福
生
市
・
瑞
穂
町
に
在
住
の
方
／

費
用
　
無
料
／
講
師
　
糖
尿
病
専

門
医
・
管
理
栄
養
士
・
ト
レ
ー
ナ
ー

脂
問
合
せ
　
西
多
摩
医
師
会
緯
０

４
２
８－

２
３－

２
１
７
１

※
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ど
う
な
る
相
続
税
！
　
税
理
士

会
無
料
相
談
会

　
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
　
年
27

１
月
１
日
か
ら
相
続
税
法
が
大
幅

に
変
わ
り
ま
す
。
税
の
専
門
家
で

あ
る
税
理
士
が
、
個
別
に
相
談
を

受
け
ま
す
。
相
続
税
で
悩
ん
で
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　
９
月
　
日
蚊
午
後
２
時

14

～
６
時
／
会
場
　
青
梅
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
集
会
室
／
  定
員
　

　
人
（
先
着
順
）

25脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
１
日

俄
～
　
日
牙
（
土
・
日
曜
日
を
除

11

く
）
の
午
前
　
時
か
ら
午
後
４
時

10

ま
で
に
、
電
話
で
東
京
税
理
士
会

青
梅
支
部
へ
緯
０
４
２
８－

２
３

－

２
３
３
１

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

員
養
成
講
習
会

　
東
京
都
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
に
基
づ
く
被
災
建
築
物
応
急
危

険
度
判
定
員
養
成
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
　
第
１
回
…
９
月
　
日
我
、

24

第
２
回
…
　
月
　
日
峨
い
ず
れ
も
午

10

14

後
１
時
　
分
～
／
会
場
　
第
１
回

40

…
都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
大
会
議

場
、
第
２
回
…
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
／
対
象

一
級
・
二
級
・
木
造
建
築
士
で
都

内
在
住
・
在
勤
の
方
／
定
員
　
各

５
０
０
人
／
申
込
み
　
９
月
　
日
10

我
ま
で
に
、
郵
送
で
花
東
京
建
築

士
会
ま
た
は
直
接
羽
村
市
建
築
課

建
築
係
へ

※
申
込
書
は
、
都
内
の
市
区
町
村

窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
東
京

建
築
士
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
東

京
都
都
市
整
備
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

脂
問
合
せ
　
花
東
京
建
築
士
会

緯
０
３－

３
５
３
６－

７
７
１
１

〒
１
０
４－

６
２
０
４
中
央
区
晴

海
１－

８－

　
Ｚ
棟
４
階
／
東
京

12

都
都
市
整
備
局
建
築
企
画
課
緯
０

３－

５
３
８
８－

３
３
６
２

２
０
１
４
夏
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
今
で
き

る
こ
と

　
８
月
　
日
蚊
～
９
月
６
日
臥
に

24

耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。 

 耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

▼
日
時
　
９
月
２
日
峨
午
後
１
時

　
分
～
４
時
　
分
／
会
場
　
都
庁

30

15

第
一
本
庁
舎
５
階
大
会
議
場
／
定

員
　
５
０
０
人

 耐
震
化
個
別
相
談
会
 

▼
日
時
　
９
月
２
日
峨
午
後
２
時

～
５
時
／
会
場
　
都
庁
第
一
本
庁

舎
５
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
／

定
員
　
　
組
55

 体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
 

▼
日
時
　
９
月
４
日
牙
／
コ
ー
ス

本
所
防
災
館
額
東
京
大
学
地
震
研

究
所
の
見
学
／
定
員
　
　
人
20

 耐
震
改
修
事
例
見
学
会
 

▼
日
時
・
見
学
先
　
９
月
４
日
牙
・

５
日
画

猿
Ａ
コ
ー
ス
（
９
月
４
日
牙
午
後
）

新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

猿
Ｂ
コ
ー
ス
（
９
月
５
日
画
午
前
）

蓮
根
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ
イ
ツ

猿
Ｃ
コ
ー
ス
（
９
月
５
日
画
午
後
）

ク
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ツ

定
員
　
各
コ
ー
ス
　
人
20

 各
催
し
物
の
申
込
み
 　
事
前
に
、

「
耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
耐
震
化
個
別

相
談
会
、
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
、
耐

震
改
修
事
例
見
学
会
参
加
希
望
」

の
旨
を
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局
へ
緯
０
３－

６
８
０
９－

２
７
２
６
胃
０
３－

５
７
７
６－

２
８
４
２
死t

a
i
s
h
i
n
2
0
1
4
@
o
h
w

a
d
a
-
g
u
m
i
.
c
o
.
j
p

※
い
ず
れ
も
要
予
約
・
先
着
順
で
す
。

※
申
込
み
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

は
「
東
京
都
耐
震
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
東
京
都
都
市
整
備
局

建
築
企
画
課
緯
０
３－

５
３
８
８

－

３
３
６
２

アラカルト情情報
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公公公公公公公公公公
署署署署署署署署署署
なななななななななな
どどどどどどどどどど
かかかかかかかかかか

官
公
署
な
ど
か
ららららららららららら
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かかかかかかかかかか

社
会
福
祉
協
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会
か
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みんな 知 ってる？
し

のこと！

　 今  回 は、いつ 起 こるかわからない 災 
こん かい お さい

 害 に 備 えるために 必  要 なことを 紹  介 
がい そな ひつ よう しょう かい

するよ ！みんなも 「 防 
ぼう

 災 」について、
さい

 考 えてみよう ！
かんが

 問 
とい

 合 せ　
あわ

 防 
ぼう

 災 
さい

 安  全  課 
あん ぜん か

 防 
ぼう

 災 
さい

 係 
がかり

 階 207
ないせん

　 防 
ぼう

 災 とは、
さい

 災  害 を 未  然 に 防 ぐことです。
さい がい み ぜん ふせ

　 平  成 23 年 3 月 11 日 に
へい せい ねん がつ にち

 起 
お

きた 東  日  本  大  震 
ひがし に ほん だい しん

 災 
さい

では、 大 きな 地  震 とそれによる 津  波 など
おお じ しん つ なみ

の 被 
ひ

 害 がありました
がい

。また、 最  近 では、7
さい きん

 月 9 日
がつ

    に 台  風 8 号 により 長  野  県 などで 大 き
ここのか たい ふう ごう なが の けん おお

な 土  砂 くずれが
ど しゃ

 起 きました。
お

　こうした 災  害 
さい がい

による 被 
ひ

 害 
がい

を 小 さくするた
ちい

めに、 普  段 からどのような 準  備 をしたらい
ふ だん じゅん び

いのか、また、もし 災  害 が
さい がい

 起 きたらどうす
お

ればいいのかを 考 
かんが

え、 取 り 組 むことが 「
と く

 防 
ぼう

 災 」です。
さい

「 防  災 」って？
ぼう さい

　もし 災  害 が
さい がい

 起 きたらどうするかを、ぜひ
お

 家  族 で 話 し 合 ってください。
か ぞく はな あ

胸 避  難  場  所 はどこ？
ひ なん ば しょ

　 地  震 が
じ しん

 大 
おお

きいなど、 家 にいるのが 危 ない
いえ あぶ

ときは、 近 
ちか

くの 「 一  時 
いっ とき

 集  合  場  所 
しゅう ごう ば しょ

」など 安  全 
あん ぜん

な 場  所 に
ば しょ

 避  難 します。
ひ なん

　 災  害 が
さい がい

 起 こったとき、
お

 家  族 と
か ぞく

 一  緒 にいな
いっ しょ

いかもしれません。また、 電  話 が 使 えない
でん わ つか

など、すぐには 連  絡 が 取 
れん らく と

れないかもしれません。

どこに 避  難 するか、
ひ なん

 家  族 
か ぞく

がどこに 集  合 するかなど
しゅう ごう

を 決 めておきましょう。
き

胸 避  難 
ひ なん

するときに 持 っていくものは？
も

　 水  道 や 電  気 、ガスが 止 まってしまったと
すい どう でん き と

きのために、 水 や 食 べ 物 、 懐  中  電  灯 などを
みず た もの かい ちゅう でん とう

 用  意 しておきましょう。そして、
よう い

 避  難 する
ひ なん

ときにすぐに 持 っていける
も

ようにリュックなどにまと

めて、その 置 き 場  所 を
お ば しょ

 家  族 
か ぞく

みんながわかるように 確  認 
かく にん

しておきましょう。

 家  族 で 話 し 合 っておこう！
か ぞく はな あ

 防 
ぼう

　「こうすれば 絶  対 に 安  心 」という
ぜっ たい あん しん

ことはありません。「もしも」のと

きのために 何 ができるかを、 普  段 
なに ふ だん

から 一人 ひとり、そして
ひとり

 家  族 や 地 
か ぞく ち

 域 の 人 と 一  緒 
いき ひと いっ しょ

に、きちんと 考 えて
かんが

 準  備 しておくことが 大  切 です。
じゅん び たい せつ

 災 
さい

　羽村 羽  村 
は むら

市では、毎年9月に 市 では、 毎  年 9 月 に、、
し まい とし がつ

市 市 
し

全体で 「総 全  体 で 「 総 
ぜん たい そう

合 合 
ごう

防 防 
ぼう

災 災 
さい

訓練」を行っています 訓  練 」を 行 っています。。
くん れん おこな

今年　 今  年 のの
こ とし

訓練 訓  練 は9は9
くん れん

月 月 
がつ

6日 6日 
むいか

 松松 
ど

です。今回は、です。 今  回 は、ここ
こん かい

れまでれまでのの訓練 訓  練 
くん れん

とは違い、夜に行いますとは 違 い、 夜 に 行 います。。
ちが よる おこな

　災害 災  害 はいつ、どこで、どんなときはいつ、どこで、どんなときにに
さい がい

起 起 ここ
お

るかわかりません。もしるかわかりません。もし、、災害 災  害 がが
さい がい

夜 夜 にに
よる

起 起 きき
お

たら、電気がとまって真っ暗になってしたら、 電  気 がとまって 真 っ 暗 になってしまま
でん き ま くら

うかもしれませんうかもしれません。。

　家族や地域の人と一緒 家  族 や 地  域 の 人 と 一  緒 にに
か ぞく ち いき ひと いっ しょ

総合 総  合 
そう ごう

防 防 
ぼう

災 災 
さい

訓練 訓  練 にに
くん れん

参加して、普段から 参  加 して、 普  段 からどど
さん か ふ だん

んなことに気を付んなことに 気 を 付 けけ
き つ

なくてはならないなくてはならないのの

かか、、災害 災  害 がが
さい がい

起 起 きたらどきたらど
お

うしたらいいのかうしたらいいのかをを

学びましょう 学 びましょう。。
まな

▲ 昨 
さく

 年 の
ねん

 訓 
くん

 練 の
れん

 様 
よう

 子 
す

　 学  校 の 体  育  館 に 間  仕  切 り
がっ こう たい いく かん ま じ き

　をつくっているところ

 総  合  防  災  訓  練 に 参  加 しよう！
そう ごう ぼう さい くん れん さん か


